





がら形作られ､変化 し続けている｡神奈川大学 21世紀COEプログラムでは､この ｢景観｣をひとつのキーワ
ー ドとし､その分析をとおして景観のl†=こ見え隠れする人々の生活や営み､意思､思いを読み解ことうと試
みてきたOこの研究遂行にあたり､寅重な資料となっているのが､神奈川大学日本常民文化研究所が所蔵す









































｢家屋のタイプ｣や ｢生業｣､｢人間の風貌｣などに関する写真が複数まとめられてお り､いわば r村落を被
写体とした組写真｣的な形式によ/)て地域が表現されていることに注目しているOさらにこの写真利用につ
いて､田中の言を借 りつつ､｢地理的景観の意味を正しく把握 し､その観察 ･記録 ･観察地点の適切な取捨選
















ちなみに､写真 2は ｢溢浮写真｣の中の 1枚で､奄美大島名瀬の海岸にお
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